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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

30年度

決算額

979 千円

職員数 0.40 人

kyoiku@pref.nagano.lg.jp

事　業　名 公共交通機関を活用した学習活動推進事業費公共交通機関を活用した学習活動推進事業費公共交通機関を活用した学習活動推進事業費公共交通機関を活用した学習活動推進事業費

部局 教育委員会 課・室 教育政策課

実施期間 H29 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する

重点政策

1-1 生きる力と創造性を育む教育の推進 1-4 生涯を通じて学べる環境の整備

事業番号 15 01 02

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況

予

算

額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

・地域の玄関口である鉄道を利活用した学習を通じて、児童・生徒の社会性の向上を促す等これからの長野県を担う子どもた

ちの育成に寄与する。

（主な実施内容：イベントトレインの運行、軽井沢駅屋台イベント）

Aの

財源

　一般財源

　国庫支出金

８校 未達成

　その他

現状

(予算編成時)

・子どもたちを取り巻く環境は社会情勢の変化等とあいまって刻々と変化しており、子どもたち

にとって必要となる学びを習得するには学校だけでは限界がある。

・地域鉄道において、沿線人口の減少等により、輸送人員が減少傾向にある中で、子どもたち

の鉄道利用機会が少ないことやマナー面での課題がある。

当初予算

No
成果指標 29年度

達成状況

　県　債

1892

1,892

2819

2,819

1,892 2,819

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算

人　件

費

 職員数（人）

1892 979

0.8 0.40

6,482

8,374

3,287

4,266

0.6

4,931

8,270

目標に対する

成果の状況

信州総文祭の開催による高校生の負担等を考慮し、一部の事業を未実施としたことにより、目標を達成することができなかっ

た。

今後、事業を

どのようにし

ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

学びのツールとして公共交通機関を活用するだけではなく、

利用者の減や乗車マナーの向上など、公共交通機関の課題

解決にも繋がる学びを創出する必要がある。

地域の公共交通機関の課題解決にも資する事業を実施する

ことにより、地域への貢献×地域の活性化も学ぶ機会を創出

する。

No

プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）

職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

-

公共交通機関を活用した学

習活動推進事業費

平成30年７月22日にイベントトレイン「親子で行く歴史列車

の旅！」を開催した。（参加者59名）

平成30年9月29日に、しなの鉄道軽井沢駅「森の小リス

キッズステーション」において、高校生による演奏発表、物

品販売等のイベントを開催した。（参加高校3校）

0.40 2,819 979 3,339

備考

合計 0.40 2,819 979 3,339

成果指標

設定理由

1

「学習の場」として鉄道を

利活用し、地域を学ぶ県

立高校数

以前と比べて社会との接点が少ない子どもたちの社会性を

高めるため、より多くの児童・生徒に「教育の場」として鉄道

を利活用してもらう。

令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度

3339

3,339

3,339

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度30年度30年度30年度

目標値

８校

成果

３校

1/2



2/2

事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

15 01 02

29年度

公共交通機関を活用した学習活動

推進事業費

高校生発案のイベントトレイン

負

担

金

・列車を活用し、「親子で信州を体験する」学習旅行を

実施する。

・学習の成果を夏休みの自由研究でとりまとめ、県立歴

史館等で展示する。

平成30年７月22日にイベントトレイン「親子で行く歴史

列車の旅！」を開催した。（参加者59名）

参加者が作成した学習の成果は、平成30年11月3日から

12月27日まで、県立歴史館で展示した。（展示数6点）

負担先：しなの鉄道株式会社

計画通り

○

- 774 774 - 777

公共交通機関を活用した学習活動

推進事業費

公共交通利用促進マップの作成・

配布

直

接

・高校生が駅からの徒歩圏内を図示したマップを作製

し、駅周辺の隠れた名所やお店を紹介する。

今年度は夏に信州総文祭が開催されたことから、高校生

の負担を考慮し、公共交通機関と協議の上、準備に長期

間を要する事業の実施を取りやめた。

未実施

×

- 750 750 - -

公共交通機関を活用した学習活動

推進事業費

地域鉄道利用促進動画コンテスト

直

接

・高校生が映像を作成、しなの鉄道の車内モニターや駅

で放映。

・最優秀作品は、県内テレビ局で放映。

今年度は夏に信州総文祭が開催されたことから、高校生

の負担を考慮し、公共交通機関と協議の上、準備に長期

間を要する事業の実施を取りやめた。

未実施

×

- 1,145 1,145 - -

公共交通機関を活用した学習活動

推進事業費

軽井沢駅屋台運営

直

接

・軽井沢駅屋台を貸し切り、各校の高校生が交代で展

示・物販等を行う。

平成30年9月29日に、しなの鉄道軽井沢駅「森の小リス

キッズステーション」において、高校生による演奏発

表、コーヒー・農産物等の物品販売、動物展示を行うイ

ベントを開催した。（参加高校3校）

計画通り

○

- 150 150 - 202

　

　

　

　

　

　

　

　

0 2,819 2,819 0 979

教育委員会 教育政策課課・室公共交通機関を活用した学習活動推進事業費公共交通機関を活用した学習活動推進事業費公共交通機関を活用した学習活動推進事業費公共交通機関を活用した学習活動推進事業費

30年度

実施

状況

部局

事業番号

事　業　名事　業　名事　業　名事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）

当初

(千円)

要求

(千円)

合　　　　計合　　　　計合　　　　計合　　　　計

当初

(千円)

補正

(千円)

決算

(千円)

1

細事業

No

1

1

1

項目

実

施

方

法

30年度　実施内容（予定）


